
試験研究成果普及情報 

[目的及び背景] 

大区画圃場整備の進展、直播栽培の導入等により、きめこまかな用排水管理が必要となっている。このため、差分法等
を用いて、大区画圃場の用排水特性について体系的な解析を行う。 

[成果の内容] 

１．均平度が悪化すると、最終的残水量は増大する(図1)。 

２．最終的な残水量に達するまでの時間(排水時間)は、均平度が異なってもあまり変わらない。 

３．同一均平度であっても、長短辺比が増大すると、最終的な残水量は増大する(図2)。 

４．均平度・水みちが同一で、面積当たり排水桝設置数が同一であっても、長短辺比の増大により、24時間後の残水量
は増大する (図3)。 

[留意事項] 

１．乱数発生により得た標高情報のうち、指定した標準偏差±0.5mmの範囲内にある標高情報500例を用いて、地表排水
が完全に終了した時点での残水量を求めた。解析には、隣接する標高値だけを指標として残留水深を求める手法（以下
「静的解析」と呼ぶ）を用いた(成果の内容１)。  

２．田面凹凸を考慮した差分解析によって残水量を求めた（成果の内容２）。 

（残水量は、ある均平度の平均的な最終残水量となるケースについて計算した平均である。したがって、排水時間は水
みちの状況によってそれぞれ異なる。） 

３．静的解析によって残水量を求めた（成果の内容３）。 

４．田面凹凸を考慮した差分解析によって残水量を求めた（成果の内容４）。 

５．浸透や蒸発散は考慮していない。 
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[要約] 均平度が悪化すると、最終的残水量は増大する。最終的な残水量にほぼ達するまでの時間（排
水時間）は、標準的な均平度の範囲においては、均平度が異なってもほとんど変わらない。同一均平
度であっても、長短辺比が増大すると、最終的な残水量は増大する。均平度・水みちが同一で、面積
当たり排水桝設置数が同一であっても、長短辺比の増大により、24時間後の残水量は増大する。 
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